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防
犯
や
家
族
と
の
連
絡
用
に
と

与
え
た
つ
も
り
が
、
子
ど
も
達
は

メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲

覧
と
い
っ
た
楽
し
い
機
能
に
夢
中

に
な
り
が
ち
で
す
。

　

不
特
定
多
数
の
人
と
繋
が
っ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性

や
携
帯
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
日
頃
か
ら
親
子
で
よ
く
話
し

合
い
、
便
利
な
道
具
で
あ
る
携
帯

電
話
を
安
全
に
使
い
こ
な
し
た
い

で
す
ね
。　
【
い
な
が
わ
特
派
員
】

編 

集
後 

記
編 

集
後 

記

携
帯
電
話
の
歴
史

　

携
帯
電
話
機
が
初
め
て
日
本
で

紹
介
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
45
年
の

日
本
万
国
博
覧
会
の
時
で
、
そ
の

後
、
昭
和
62
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
携
帯

電
話
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
改

良
を
重
ね
て
現
在
に
至
り
ま
す
。子

ど
も
が
安
心
し
て
使
え
る
環
境
を

携
帯
電
話

▶
子
ど
も
に
と
っ
て
は
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
携
帯
電
話

　

皆
さ
ん
は
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
近
年
、
携
帯
電
話

は
私
達
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
連
絡
が

取
れ
る
便
利
さ
の
反
面
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
す
る
可
能
性
も
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
子
ど
も
と
携
帯
電
話
の
現
状
を
調
べ
ま
し

た
。

　

現
在
で
は
、
小
学
生
の
３
割
、

中
学
生
の
７
割
、
高
校
生
で
は
９

割
の
子
ど
も
達
が
携
帯
電
話
を
持

っ
て
お
り
、
現
代
社
会
に
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

携
帯
ト
ラ
ブ
ル

　

子
ど
も
達
に
携
帯
電
話

を
持
た
せ
る
と
、
い
つ
で

も
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
位
置
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
非

常
に
便
利
か
つ
安
心
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は
子

ど
も
と
携
帯
電
話
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
は
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
携
帯
電
話
依
存
症

▼
食
事
中
や
だ
ん
ら
ん
中
で
も
携

帯
電
話
を
手
放
せ
な
い

▼
メ
ー
ル
の
返
信
が
な
い
と
不
安

に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

■
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
掲
示
板
や
ブ
ロ

グ
な
ど
に
、
誹
謗
中
傷
や
画
像
を

掲
示
さ
れ
た
り
、
覚
え
の
な
い
噂

を
立
て
ら
れ
た
り
す
る

■
有
害
サ
イ
ト

▼
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ

ル
ト
、
自
殺
系
サ
イ
ト
な
ど

に
誰
で
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る

■
料
金
ト
ラ
ブ
ル

▼
着
信
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
で

１
曲
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

と
、
予
想
以
上
の
金
額
が
か

か
っ
た

▼
無
料
を
う
た
っ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
で
、
使
用
す
る

ア
イ
テ
ム
が
有
料
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
ず
に
使
い
、
高
額

請
求
を
さ
れ
た

■
悪
意
の
あ
る
第
三

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

▼
興
味
本
位
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

な
ど
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
誤
っ
て
ク

リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
「
登
録
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
と
表

示
さ
れ
、
料
金
を
請
求
さ
れ
た

　

こ
の
よ
う
に
、
誰
も
が
容
易
に

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

保
護
者
が
す
る
べ
き
こ
と

　

昨
年
４
月
に
は
「
青
少
年
が
安

全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
保

護
者
の
責
務
に
つ
い
て
も
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
与
え
る

前
に
、
保
護
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
は
有
害
情
報
が
氾
濫
し
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
正
し
い
使

い
方
を
教
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

よく考えてプランやサービス
を選びましょう
①子どもの年齢や使い方に応じて、必要
な機能のみの機種を選びましょう。
②各種サービスやプランを利用しましょ
う。

アクセス制限サービス
　出会い系サイト
など、有害サイト
へのアクセスを制
限するフィルタリ
ングサービスや、
夜間のアクセス制
限など

迷惑メール対策
　ＵＲＬ付きメール拒否設定、指定アド
レス以外の受信拒否設定など
料金プラン
　上限を超えた
ら発信をストッ
プする料金制限
や、越えたらメ
ールで通知が届
く料金通知、パ
ケット定額など

　携帯トラブルに巻き
込まれないためには、
知らない人に会わない、
個人情報は明かさない、
お金を払わない、ささ
いなことでも家族や先
生に相談するといったことが大切です。
　消費生活相談コーナーでは、料金トラブ
ルなどの相談に応じているほか、保護者や
子どもを対象に携帯トラブル対処法の出前
講座も行っています。
　問い合わせは、消費生活相談コーナー（☎
766－1110）へ。

ながら携帯は危険！

　歩きながら、自
転車に乗りながら
の使用は注意が散
漫となり大変危険
です。交通事故の
被害者や加害者に
ならないために、
ながら携帯は絶対
にやめましょう。

困ったときの相談窓口

各家庭で利用のルールを
作りましょう！

①1日何分まで、夜は何時まで、リビングで使
うなど使う場所や時間
のルール
②個人情報は書かな
い、悪口を書き込まな
い、知らない人からの
メールは保護者に報告
するなど、やりとりに
関するルール
③料金の上限を決め
る、着メロ・音楽・ゲームなどは勝手に会員登
録やダウンロードをしないなど料金のルール
④電車やバス、病院や図書館といった公共の場
所でマナーを守るルール

本紙は古紙配合率100%の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています。10,950部作成し、1部当たりの単価は28.9円です。
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